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12/11-3/1)に か !サ て織の手の,舌動ありがようござLヽ ました。

選 イ∵り軍したが 3月 i6聾 ～13澤 の山仕事の写真をお選 りします。

3/16は 、前回や り残 した、オ晟ヶ沢の体耕爾の刈 り草を家圏の国圃に運び敷き均す作業

をやっても`ただきました。猫の手の皆さんのおか :ず で労力のかかる山草の敷き均 しが終

わ ザ豊峰 L′ いお米ができます。ありがたいことで丁。

3/171ま 今までずっと懸案の 3年前の台風で倒れた風燿:l本 の処理をしてしヽただきまし

た。台風により倒れ二重、二重に折 り重なりね じれた り折れ曲がったりした本を、山の

中にまとめて整理すメ3。 し`わ :ま 出のお:尋 :奪 ですが変なところ:こ 力がかか りとでも危険な

作業です。回を重ねる度に山がキ レイ |こ なり嬢 しいです。

最終国の 3/181ま猫の手の仲間の伊藤恵一郎さんがマイク回バスで送迎 している就労

支援施設のイモ畑が小石でいつ|ム でヽ農作業が大変と織ことか らイ モ播の石拾いを行

しヽま L_た 。途中で雨が l、爺ってき■iり 上の中 |こ 潜つた石 t,鼻 ■17し 11′}で 大変でしたが_と i〔′

あえず表面の石は何とか片付きました。今後 トラクターで起こして潜つた石を表面に出

さなもヽと石をとりおおせなしヽと感 じました,これか らの検討課題です。

そして、今回も普さんよりたく亭んの差入を強きました。

① 山口県下闇市の伊藤和代さんより食バン、菓子バンを沢山いただきました。昼食に

おやつに美味 しくいただきました。

① :テ藤憲―郎さんよ tジ とても言い美味 じし` |ヽ マ トを沢由 :良 き丁した。サラタ
｀
にしたり

お土産としても頂き憲した。また 3/18に 1ま石拾し`のあと昼食を、ニベ レス トのナンのカ

レーをごちそうにな りました。ナンがすごいポ リュウームで美味 しく頂きました。

O 猫の手の後方支援、お料理担当分伊藤康江さんより新座最上の有機 4典豆 20袋 をお

送 ♭j雨 きましたっ朝食に美味 しくいただいています。

O 内田美智子さんより、またまたおしヽしいお鰻頭をお送 りしヽただきま した。私の大好

物で毎園お送 りいただき恐縮の極みです .

〇 漢松市春野町の尾上美智子さんよ 1',青酒 F花 の香_12升 、各種塁予粟 (ゆ め咲菜、フ画

ッ聯リー )、 自みそ鰻頭 1パ ックいただきました。お,酉 もお鰻頭も野菜も何よりでした

美味 しかつたです。

● ス米真弓さんより、そ:ぎ つゆ (ダ シ、壽ニシ)を 1員 きま した。美味 暮:v｀ おつ0で プ`バ

が引き二・
ろ嬉 しいでず。それか ら各種野菜 (菜花、分葱)、 生稚茸、手作 り柿酢大瓶 1

お料理に美味 しく頂きました。

① 暉襲婁 ,台 さ島よ :」 業本ッケ輩き
'I■

■ノを、ア十ゴ分一夜十 :バ ツク: ‐
|´

:マ シめたた

き身、本タテす り身、レモン式 21日 頂きま
=,た

。新鮮なおさかな美味 irか ったです。

① 松圏敏幸さんよリマグロとブリの漬け各 1瓶、それに玉ねぎスライス、ニビスビー

■/5CiCl田

`:パ
ックいただきました。漬け、油が乗つておもヽ |す かつたです。

皆さんの猫の手へのお気遣し`に感議です。ありがとうござしヽました。

令和 4年 3月 31日

鉾末厚正様

∫ご 鈴木■E士


